
受動喫煙防止のための常識
　1．屋内の喫煙室、空気清浄機、換気ファンは、まったく意味がない。

　2．屋内を禁煙にすると受動喫煙の病気が減るので、医療費・保険コスト

　　  が節約できる。

　3．屋内を禁煙にすると労働生産性が 3％向上する。

　4．屋内を全面禁煙化にすることは無料ででき、すべての問題を解決する。

（WHO受動喫煙防止のための政策勧告）                                                                       

http://www.nosmoke55.jp/data/0706who_shs_matuzaki.html



受動喫煙は危険です

みどり：受動喫煙防止法・条例ができている国（2009 年 12 月）

職場の受動喫煙防止法は、韓国、中国（北京な

ど数都市）、台湾、香港、タイ、ブルネイ、インド、

オーストラリア、ニュージーランドなど世界の

多くの国で制定されています。
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